
独立行政法人日本貿易振興機構アジア経済研究所・開発研究センター　経済統合研究グループ・研究員

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

８２５１２

若手研究(B)

2022～2016

対内直接投資がインフォーマル企業の成長に与える効果：　カンボジアの事例

The Impact of Inward Foreign Direct Investment on the Growth of Informal Firms: 
The Case of Cambodia

３０５８１３６８研究者番号：

田中　清泰（TANAKA, Kiyoyasu）

研究期間：

１６Ｋ１７１２９

年 月 日現在  ５   ５ ３１

円     2,800,000

研究成果の概要（和文）：本研究は、カンボジアにおける企業・税務登録のないインフォーマル企業に着目し
て、フォーマル企業とインフォーマル企業の企業データを構築し、様々な実証分析を行った。分析の結果、正式
な事業所登録によってインフォーマル企業の売上や付加価値は大きく向上していることが明らかになった。ま
た、産業の集積効果を推計した結果、産業集積はフォーマル企業の生産性には影響を与えていないが、産業集積
はインフォーマル企業の生産性を向上する効果をもつことが分かった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we focused on informal enterprises without corporate and tax 
registration in Cambodia and constructed corporate data on formal and informal enterprises for 
various empirical analyses. The results shows that formal registration promotes sales and value 
added for informal firms. The estimation of industrial agglomeration economies shows that industrial
 agglomeration had little impact on the productivity of formal firms, whereas industrial 
agglomeration had a positive impact on the productivity of informal firms.

研究分野： 国際経済学

キーワード： インフォーマルセクター　フォーマルセクター　外資企業　ミクロ実証　カンボジア　企業登録　国際
貿易
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研究成果の学術的意義や社会的意義
発展途上国において、企業・税務登録のないインフォーマル企業は、経済活動の大部分を占めており、貧困層に
対して大きな雇用機会を生み出している。経済発展のためには、外資企業や地場のフォーマル企業が成長して、
インフォーマル企業の労働者に対して、新たな雇用機会を生み出す必要がある。本研究は、こうしたメカニズム
に対して、カンボジア企業データに基づくエビデンスを提示して、インフォーマルセクターに対する開発政策の
指針形成に資する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
発展途上国において、企業・税務登録のないインフォーマル企業は、経済活動の大部分を占め

ており、貧困層に対して大きな雇用機会を生み出している。経済発展のためには、外資企業や地
場のフォーマル企業が成長して、インフォーマル企業の労働者に対して、新たな雇用機会を生み
出す必要がある。生産性の低いインフォーマル企業から、生産性の高い外資企業やフォーマル企
業の成長に雇用が移動することで、経済成長が進展する。 
地場企業の育成が困難な発展途上国の多くは、外国資本による直接投資を自由化して、外資企

業を積極的に誘致している。期待される政策効果には、投資による資本の流入、先端的な生産技
術や経営ノウハウの移転、そして、新たな雇用の創出がある。一方、外資企業の進出は、国際競
争力を十分に持たない未熟な地場企業の健全な発展を、阻害する可能性がある。そのため、外資
企業は地場企業に対してどのような経済的影響を及ぼしているのか、様々な国や産業において
検証されてきた。 
外資企業の効果を推定した既存の実証分析では、政府に企業・税務登録しているフォーマル企

業のデータを利用しているため、外資企業の影響の評価はフォーマル企業に限定されている。一
方、途上国のインフォーマル企業のデータは十分に整備されていない。そのため、インフォーマ
ル企業の企業データを活用して、外資企業の進出がインフォーマル企業に対して与える影響を
検証した研究はほとんど見られない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、カンボジアの企業パネルデータを構築して、外資企業による対内直接投資が、投資

受入れ国におけるインフォーマル企業の成長に与える効果を検証する。はじめに、（１）カンボ
ジアにおけるインフォーマル企業の実態調査を行う。次に、（２）企業パネルデータからインフ
ォーマル企業の参入、撤退、成長を分析する。最後に、（３）外資企業がインフォーマル企業の
成長に与える効果を検証する。外資企業の進出が発展途上国のインフォーマルセクターに与え
る効果を評価して、経済開発の政策に対する指針形成を目指す。 
 
３．研究の方法 
 外資企業とインフォーマル企業の複雑な関係を検証するために、インフォーマル企業の実態
調査から始める。次に、インフォーマル企業の参入・撤退や成長のダイナミクスを、企業パネル
データを使い検証して、外資企業がインフォーマル企業に与える様々な経路を検討した。 
カンボジアにおけるインフォーマル企業の実態を明らかにするため、企業登録または税務登

録のある企業をフォーマル企業と定義する。一方、企業登録または税務登録のない企業をインフ
ォーマル企業と定義する。しかし、企業登録のない事業所が営業許可書を保有するケースもあり、
インフォーマル企業の適切な定義は産業によって異なる可能性がある。カンボジアにおいてど
のような事業所・企業をインフォーマル活動の対象とすべきなのか、現地インタビュー調査によ
って検討した。 
次に、インフォーマル企業の参入・撤退および成長をパネルデータにより明らかにする。カン

ボジア企業調査のミクロデータを接続して、フォーマル企業・インフォーマル企業・外資企業を
含んだ企業パネルデータを構築する。この企業パネルデータを活用して、インフォーマル企業の
特徴や規模の変化、インフォーマル企業のフォーマル化などを数量的に明らかにした。 
 
４．研究成果 
カンボジアにおける外資企業をはじめとするフォーマルセクターとインフォーマルセクター

の関係を分析した。産業の集積効果を推計した結果、産業集積はフォーマル企業の生産性には影
響を与えていないが、産業集積はインフォーマル企業の生産性を向上する効果をもつことが分
かった。また、生産性の空間的な依存関係は、フォーマル企業では見られなかったが、インフォ
ーマル企業の生産性は、空間的にプラスの関係を持つことが分かった。この研究成果は、Journal 
of Economic Geography で出版された。 
カンボジア企業のパネルデータを活用して、フォーマルな事業所登録がインフォーマル企業

の生産性に与えた効果を実証した。分析の結果、正式な事業所登録によってインフォーマル企業
の売上は 161％、付加価値は 151％も向上したことが分かった。一方、事業登録をした自営業者
には大きな変化は見られなかった。また、労働生産性にはどのような企業形態であっても大きな
変化はなかった。事業登録の効果が生まれる経路を検証した結果、購買費用が大きく増加してい
ることが分かった。カンボジアでは付加価値税のシステムが採用されており、事業登録を持つ企
業と取引して付加価値税を相殺するために、インフォーマル企業は事業登録を行った後に売上
が増えている、と解釈できる。事業所登録を分析した先行研究は、標本調査の対象が限定的であ
ることが多く、本研究は母集団を対象とした包括的なデータを活用して、新しいエビデンスを示
している。この研究成果は、Asian Development Review で出版された。 
カンボジアの縫製産業において多くの外資企業が、輸出市場に向けて縫製品を生産している。



近年は特に EU向けの縫製品輸出が急増しており、EUが低所得国向けに提供している特恵貿易制
度の原産地規則の緩和が、大きな要因として考えられる。2010 年 12 月に EU はこの原産地規則
を緩和することを公表して、2011 年 1 月から新しい原産地規則が施行された。特に重要な変化
は、縫製品の生産工程に関する要件が、途上国における布の生産を免除した点である。カンボジ
アでは繊維産業が未発達で、縫製品の生産には繊維製品の輸入に依存している。2010 年以前の
原産地規則では、輸入した繊維製品の使用に制約が多かったが、この要件が緩和されたことで、
カンボジアの EU 向け縫製輸出が急増していることを実証した。この研究成果は、The World 
Economy で出版された。 
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